
講　評第１１回／２０１４年○モノづくり部品大賞超

高
い
製
造
技
術
を
支
え
る
製
品

機械分野

中
部
大
学
特
任
教
授
・
学
監
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
稲
崎
一
郎
氏

　
今
回
、
機
械
分
野
で
は

件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
オ
ム
ロ
ン
の
「
微
細
電
鋳

プ
ロ
ー
ブ
ピ
ン
」
は
電
気
・

電
子
分
野
で
も
高
い
評
価
を

得
て
日
本
力

に
っ
ぽ
ん
ぶ

ら
ん
ど

賞
に
輝
い
た
。
材

料
の
開
発
と
独
自
の
電
鋳
加

工
技
術
を
適
用
し
、
高
密
度

の
実
装
端
子
を
持
つ
電
子
部

品
検
査
用
プ
ロ
ー
ブ
ピ
ン
の

微
細
化
に
成
功
し
た
。
検
査

用
ジ
グ
の
高
密
度
化
、
長
寿

命
、
検
査
時
間
短
縮
を
達
成

し
、
応
用
範
囲
が
広
い
。
三

協
オ
イ
ル
レ
ス
工
業
の
「
自

動
車
プ
レ
ス
金
型
用
カ
ム
ユ

ニ
ッ
ト
」
は
、
プ
レ
ス
金
型

に
取
り
付
け
て
、
プ
レ
ス
下

向
き
の
力
を
斜
め
方
向
に
変

換
し
て
パ
ネ
ル
に
対
し
て
垂

直
の
角
度
か
ら
穴
あ
け
や
切

断
を
可
能
に
す
る
金
型
構
成

部
品
。
強
度
向
上
、
軽
量

化
、
互
換
性
の
向
上
、
摺

し
ゅ
う

動
部
材
の
改
善
に
よ
っ
て
効

ど
う果

的
に
コ
ン
パ
ク
ト
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
も
高
性
能
工
具
の
申

請
が
多
く
、
部
品
大
賞
事
業

を
特
徴
づ
け
た
。
日
立
ツ
ー

ル
の
「
ア
ル
フ
ァ
ボ
ー
ル
」

は
、
刃
先
交
換
式
ボ
ー
ル
エ

ン
ド
ミ
ル
で
初
め
て
４
枚
刃

を
実
現
。
多
刃
化
で
従
来
の

２
枚
刃
に
比
べ
て
同
じ
切
削

速
度
の
下
で
加
工
能
率
、
工

具
寿
命
２
倍
を
達
成
し
た
。

日
進
工
具
の
焼
結
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド

Ｐ
Ｃ
Ｄ

を
使
用
し

た
エ
ン
ド
ミ
ル
工
具
も
注
目

だ
。
金
属
加
工
現
場
か
ら
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
水
溶
性
、
不

水
溶
性
の
汚
れ
の
両
方
に
有

効
な
洗
浄
剤

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日

石
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
部
品
賞

と
な
っ
た
。
工
具
や
切
削
液

な
ど
、
加
工
現
場
を
支
え
る

縁
の
下
の
力
持
ち
と
も
い
え

る
製
品
が
、
わ
が
国
の
高
い

製
造
技
術
を
支
え
て
い
る
。

部
品
大
賞
事
業
の
意
義
が
改

め
て
認
識
さ
れ
る
。

　
空
圧
機
器
を
電
動
化
し
、

低
コ
ス
ト
化
と
電
動
化
に
よ

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
実
現

し
た
安
川
電
機
の
Ａ
Ｃ
サ
ー

ボ
ド
ラ
イ
ブ
も
注
目
だ
。
三

菱
電
機
の
「
高
収
束
ス
キ
ャ

ン
光
学
系
」
は
、
高
密
度
多

層
プ
リ
ン
ト
配
線
板
の
微
細

孔
加
工
に
使
用
す
る
レ
ー
ザ

ー
穴
あ
け
装
置
に
搭
載
す
る

光
学
部
品
。
従
来
の
紫
外
レ

ー
ザ
ー
に
代
わ
っ
て
波
長
が

長
い
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
を

使
用
し
て
生
産
性
を
向
上
し

た
。
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
の
「
ス

タ
ー
バ
ー
ス
ト
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｍ

ｏ
」
は
、
同
社
が
得
意
と
す

る
超
高
圧
噴
射
を
用
い
て
電

子
材
料
や
化
粧
品
、
医
薬
品

の
も
と
と
な
る
素
材
粒
子
を

１

以
下
に
粉
砕
す
る
装

置
。
広
範
囲
な
応
用
が
期
待

さ
れ
る
。

　
応
募
書
類
を
見
渡
す
と
、

熱
意
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た

も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と

の
差
が
大
き
い
こ
と
が
気
に

な
る
。
少
な
く
と
も
評
価
を

す
る
に
必
要
な
情
報
を
記
述

す
る
こ
と
は
必
須
だ
。

国
際
社
会
へ
の
誇
り
あ
る
貢
献

自動車分野

芝
浦
工
業
大
学
名
誉
学
長
小
口
泰
平
氏

　
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業

の
「
安
全
・
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
へ
の
真
摯
な
る
取
り

し
ん
し

組
み
は
、
地
域
を
越
え
・
国

を
越
え
・
国
際
社
会
へ
の
誇

り
あ
る
貢
献
へ
と
つ
な
が
り

は
じ
め
た
。

　
ク
ル
マ
づ
く
り
の
技
術

は
、
こ
の
流
れ
の
な
か
に
あ

る
。
こ
れ
か
ら
は
単
線
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
越
え
、
目
的

志
向
の
「
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
」

「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
「
マ
イ

ン
ド
ウ
エ
ア
」
へ
の
学
際
的

な
取
り
組
み
が
よ
り
一
層
重

要
に
な
ろ
う
。

　
し
か
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
モ
ノ

づ
く
り
へ
の
展
開
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　
「
も
の
づ
く
り
生
命
文
明

機
構
　
理
事
長
賞
」
の
栄
誉

に
輝
い
た
住
友
ゴ
ム
工
業
の

「
１
０
０
％
石
油
外
天
然
資

源
タ
イ
ヤ

エ
ナ
セ
ー
ブ
１

０
０

」
は
、
環
境
保
全
の

自
動
車
社
会
を
ひ
ら
く
世
界

初
の
先
進
的
な
技
術
と
し
て

評
価
さ
れ
る
。
タ
イ
ヤ
は
自

動
車
そ
の
も
の
で
あ
り
本
質

的
な
基
幹
部
品
で
あ
る
。

「
エ
ナ
セ
ー
ブ
１
０
０
」
は

車
両
の
運
動
性
能
や
快
適
性

な
ど
の
力
学
特
性
を
確
保

し
、
１
０
０
％
天
然
資
源
化

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
そ
の
実

現
は
真
に
尊
い
。

　
「
自
動
車
部
品
賞
」
は
３

件
が
そ
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

い
ず
れ
も
明
確
な
目
的
志
向

と
徹
底
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

あ
り
、
そ
の
成
果
は
高
く
評

価
さ
れ
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｎ
の
「
ダ
イ
レ
ク
ト

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ス
テ
ア
リ
ン

グ
用
メ
カ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ッ
チ

ユ
ニ
ッ
ト
」
は
、
電
子
式
の

ス
テ
ア
・
バ
イ
・
ワ
イ
ヤ
操そ

う

舵
方
式
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ

だス
テ
ム
で
あ
り
、
万
一
の
場

合
に
操
舵
機
構
を
連
結
し
て

安
全
性
を
確
保
す
る
。
電
磁

ク
ラ
ッ
チ
な
ど
の
優
れ
た
応

答
特
性
と
信
頼
性
を
重
視

し
、
か
つ
経
済
性
な
ど
を
確

保
し
て
い
る
。

　
デ
ン
ソ
ー
の
「
Ｃ
Ｏ
Ａ
　

Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
」
は
、
小
型
軽
量

化
、
消
費
電
力
低
減
、
騒
音

レ
ベ
ル
低
減
な
ど
を
実
現
し

た
車
両
用
エ
ア
コ
ン
。
そ
の

性
能
・
機
能
・
構
造
・
コ
ス

ト
な
ど
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を

巧
み
に
乗
り
越
え
た
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
造
り
を
実
現

し
て
い
る
。

　
島
津
製
作
所
の
「
エ
ン
ジ

ン
燃
焼
発
光
計
測
用
光
プ
ロ

ー
ブ
Ｅ
ｘ
Ｄ
ｏ
ｐ
」
は
、
量

産
エ
ン
ジ
ン
の
現
場
に
お
け

る
各
種
走
行
負
荷
時
の
燃
焼

計
測
を
実
現
し
、
高
性
能
に

し
て
廉
価
な
る
実
用
の
道
を

ひ
ら
い
て
い
る
。

　
最
後
に
、
今
回
応
募
さ
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の

モ
ノ
づ
く

り
部
品
に
つ
き
、
そ
の
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
や
真
摯
な
取
り

組
み
そ
し
て
成
果
な
ど
、
改

め
て
モ
ノ
づ
く
り
の
す
ご
さ

と
魅
力
を
拝
見
し
、
こ
こ
に

衷
心
よ
り
の
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
る
。

最
先
端
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち

電気・電子分野

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
一
ノ
瀬
昇
氏

　
電
気
・
電
子
分
野
で
は
省

資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
エ

コ
技
術
の
高
度
化
が
進
み
、

優
れ
た
応
募
部
品
が
多
か
っ

た
。

　
東
芝
の
「
重
粒
子
線
が
ん

治
療
装
置
用
超
伝
導
電
磁

石
が
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会

議
　
共
同
議
長
賞
」
に
輝
い

た
。
本
部
品
は
重
粒
子
線
が

ん
治
療
装
置
で
ビ
ー
ム
輸
送

用
電
磁
石
と
し
て
使
わ
れ
、

特
に
回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
の
小

型
・
軽
量
化
に
大
き
く
貢
献

す
る
。
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
に
超
伝
導
電
磁
石
を
採

用
し
た
の
は
世
界
初
の
事
例

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
電
磁

石
電
源
の
容
量
は
従
来
の
常

伝
導
の
も
の
と
比
べ
て
約

％
に
ま
で
低
減
で
き
、
電
磁

石
全
体
で
の
電
力
消
費
量
も

約
３
分
の
２
と
す
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
実
現
し
た
。

　
「
電
気
・
電
子
部
品
賞
」

に
は
４
件
を
選
出
し
た
。

　
村
田
製
作
所
の
「
シ
ョ
ッ

ク
セ
ン
サ

加
速
度
セ
ン

サ

」
は
外
部
か
ら
加
わ
っ

た
加
速
度

衝
撃

を
検
知

し
、
加
速
度
に
比
例
し
た
電

気
信
号
を
発
生
さ
せ
る
セ
ン

サ
ー
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
で
は
デ
ー
タ

の
保
護
用
途
に
、
自
動
車
関

係
で
は
タ
イ
ヤ
空
気
圧
監
視

シ
ス
テ
ム

Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ

の

ウ
エ
ー
ク
ア
ッ
プ
に
使
用
さ

れ
る
。
自
動
車
が
動
い
て
い

る
と
き
の
み
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
駆
動
し
、
省
電
力

化
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
「
車
載
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
用
コ
モ
ン
モ
ー
ド
フ

ィ
ル
タ
」
は
差
動
伝
送
方
式

の
一
つ
で
あ
る
イ
ー
サ
ネ
ッ

ト
の
コ
モ
ン
モ
ー
ド
ノ
イ
ズ

を
除
去
す
る
製
品
で
あ
る
。

優
れ
た
モ
ー
ド
変
換
特
性
を

持
つ
コ
モ
ン
モ
ー
ド
フ
ィ
ル

タ
ー
は
車
載
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

の
普
及
を
確
実
に
後
押
し
す

る
も
の
だ
。
自
動
車
の
軽
量

化
ひ
い
て
は
燃
費
の
改
善
や

衝
突
防
止
な
ど
の
安
全
性
向

上
、
車
内
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
快
適
性
の
向
上
に
貢

献
す
る
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

の
「
α
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
　
ア
ブ
ソ

リ
ュ
ー
ト
セ
ン
サ
搭
載
Ａ
Ｚ

シ
リ
ー
ズ
」
は
各
種
産
業
用

に
使
用
さ
れ
る
ス
テ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
高
精

度
樹
脂
部
品
の
採
用
と
小
型

化
に
こ
だ
わ
っ
た
機
構
設
計

を
行
い
、
磁
気
セ
ン
サ
ー
を

併
用
す
る
こ
と
で
、
小
型
で

安
価
な
多
回
転
ア
ブ
ソ
リ
ュ

ー
ト
セ
ン
サ
ー
の
開
発
に
成

功
し
た
。
使
い
勝
手
が
向
上

し
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ

ミ
テ
ド
の
「
金
属
セ
ラ
ミ
ッ

ク
基
板
は
、次
世
代
の
電
気

自
動
車
や
発
電
所
な
ど
の
高

効
率
電
力
変
換
に
用
い
る
次

世
代
パ
ワ
ー
半
導
体
デ
バ
イ

ス
用
の
放
熱
基
板
で
あ
る
。

金
属
箔
を
使
わ
ず
に
独
自
の

銅
ペ
ー
ス
ト
の
印
刷
法
を
用

い
た
部
品
で
あ
り
、
高
速
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
の
次
世
代
電
力

変
換
シ
ス
テ
ム
を
下
支
え
す

る
、
ま
さ
に
最
先
端
分
野
の

縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
る
。

技術革新で新たな市場創造へ　優れた部品・部材の普及を支援★★★１１回目を迎えたモノづくり部品大賞★★★○超
　モノづくり日本会議と日刊工業新聞社が行う「 モノづくり部品大
賞」（経済産業省、日本商工会議所後援）は、日本のモノづくりの競争
力の源泉である「部品・部材」に焦点を当てた顕彰事業であることが、
特徴となっている。
　現在、少子高齢化やグローバル化の時代を迎えて、日本のモノづくり
力の維持・強化、付加価値の高いモノの供給は大きな課題。その中で日
本の産業界は機械や電機、自動車から生活関連に至るまで、数多くの優
れた製品を生み出しているが、こうした優れた完成品を真に支えている
のが、製品の機能・経済性などを実現する部品・部材である。
　同賞は 年に 回目を迎えた。 年に「機械 電気・電子 自動
車」の３分野からなる「モノづくり部品大賞」として創設。 年に現在

の名称へと変更したのを機に、 環境関連 健康・医療機器 生活関
連」の３分野を加えた６分野を対象とした今の形になった。受賞部品
は、 年間で累計 件以上にのぼる。今回は、 件の応募があった。
対象となる「部品・部材」は、いくつかの部品が組み込まれたモジュー
ルやユニット、あるいはモジュール・ユニットに組み込まれている部
品。食品や化学品などに特定の機能を付加した部材も対象。環境関連に
ついては、当該部品・部材を組み込むことで、環境負荷低減技術を実現
しているものも含む。生活関連は、衣食住に関わる製品を構成する部品
・部材である。
　今年はおおむね 年２月以降に開発・製品化された部品・部材で、
独創的な発明で国内外で反響がおおきかったもの 画期的な発明でなく

とも、その後の研究改良により、精度や性能などが世界最高水準に達し
ているもの 至難とされていた技術上の問題を解決し、わが国産業技術
の向上に著しく貢献するとみられるもの 産業・社会の発展に役立つ先
導的役割を果たしているとみられるもの―の項目に該当するものを対象
としている。
　日本の産業界は、災害に強い国土の形成や環境・エネルギー問題の解
決、さらなる顧客満足度（ＣＳ）の向上などに向けて、新しいモノづく
りが求められている。また技術革新や新たな市場創造には、優れた部品
や部材が欠かせない。モノづくり日本会議と日刊工業新聞社は「 モノ
づくり部品大賞」を通して、日本のモノづくりに寄与する卓越した部品
・部材の普及を支援していく。　

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 １１月２７日 木曜日 　　


